


































やすいと思います。表を提示し以下，新旧比較 （1） ～ （4） に分けて説明します。
〇新旧比較（1）　先ず，「目標」の書き出しで，明確な違いが打ち出されています。
・『（2） 連立二元一次方程式について理解し，それを用いて考察することができるように
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5 ※ １． 日　時 令和〇年６月〇〇日（〇曜日）　第〇限（〇：〇〇～〇：〇〇）
6 ※ ２． 場　所 〇〇〇立〇〇中学校　〇〇教室
7 ※ ３． 学　級 第２学年〇組　　（在籍〇〇名）
8 調 ４． 使用教科書 『未来にひろがる 数学２』 啓林館
9 ※ ５． 単元名（等） ２章 連立方程式　１節 連立方程式　（教科書 P34 ～ 37）








15 調 ７． 本時の目標（本時）
「さっさ立て」（とびら）を活用した数学的活動を通し，二元一次方程式の解とその意味を理解できるようにし，さらに
連立二元一次方程式の解の必要性とその意味を理解することを通して数学的な見方や考え方のよさに触れさせる。
16 ※ ８． 指導計画 第２章　連立方程式（全１１時間）
17 （概案） １節 １　連立方程式とその解（２時間）（●本時１／２）
18 ２　連立方程式の解き方（５時間）
19 ２節 連立方程式の利用（４時間）




















































































































































●ＡとＢに入れた回数の２個です。 〇 30 秒程で殆どの生徒分かる。机間指導
中に，指名する生徒や順番を考えておく。63 （10 分） ●１個ならｘだよね。
64 ●２個の時は，もう１個どうする？





















74 * 展開Ⅱ 〇授業のねらいを示す。（板書）









































































































































































　なお，本稿は （1） とし，（2） では新学習指導要領（令和3（2021）年度より）に対応し
た教科書等を参考とした指導案の例示等を考えています。
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【参考・引用文献】
〇中学校数学科・学習指導要領解説（数学編）　平成20年版（H20.9）【旧H20指導案
H27.1.15】引用箇所　01 ～ 08　※p. （ページ）は資料中に記載しました。
〇中学校数学科・学習指導要領解説（数学編）　平成29年（告示版）（H29.7） 【新H29指
導案・H30.3.30】引用箇所01 ～ 08　※p. （ページ）は資料中に記載しました。
〇（★参考資料）「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料　令和２年
３月　国立教育政策研究所　p.9）
〇教科書　啓林館「未来にひろがる数学２」平成28年度用
〇「深い理解を伴った知識・技能」（『総合教育技術』2020年5月号（市川伸一）「みんな
の教育技術」）https://kyoiku.sho.jp/48622/
〇教科等横断的な学びに関する一研究（1年次）　島根県教育センター（2020）
file:///C:/Users/user/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/IE/03ME7MCW/R1
－5.pdf
※他に国・文部科学省等の各種プラン・ビジョン等参考にしました。
